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調査研究活動報告

Ⅰ 調査の目的と概要

1. 研究の目的
　本報告は，斎藤成也国立遺伝学研究所教授を研究代表とする文部科学省補助金新学術領域研究「ゲ

ノム配列を核としたヤポネシア人の起源と成立の解明」の計画研究 B01 班「考古学データによる

ヤポネシア人の歴史の解明」（代表　国立歴史民俗博物館教授　藤尾）の 2018 年度（初年度）調査

報告である。

　AMS- 炭素 14 年代測定によって相対年代から数値年代への転換が急速に進みつつある日本の先

史時代研究は，較正暦年代に基づく高精度な年代観によって，時代や文化の再検討が進んでいる。

方や，DNA 解析が急速に進んでいる分子人類学の世界においても，ミトコンドリア DNA はもち

ろんのこと，核ゲノム解析も急速に進んでいる。これらの考古学と分子人類学との異分野・学際研

究によって，数値年代に基づく DNA のあり方が復元できる状況に迫りつつある。その成果は，先

史時代の親族・社会構造，通婚圏，人口増加率などを得るための有力な情報となる。

　特に九州北部の弥生時代に一般的な墓制である甕棺墓から出土する人骨から採取する DNA と，

同人骨の炭素 14 年代測定によって得られた死亡年代を比較して，数十年単位の高精度な時間軸を

付与された DNA をもとに，墓に葬られた人びとの親族構造を解明することが可能である。

　また，現代日本人のゲノムに 12 ％程度みられる縄文由来の DNA を考えるとき，弥生開始期の

水田稲作民の移住以降も，列島外から新たな DNA が加わらないとこの数値に至るのは難しいこと

が指摘されている。この問題を考えるためには，朝鮮半島南部の青銅器時代から三国時代にかけて

の人骨の調査も不可欠となる（藤尾）。
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表 1　2018 年度に調査した遺跡一覧表

遺跡名 所在地 時代 資料名 炭素14年代 同位体比
分　　析 DNA

山賀遺跡 5 次 大阪府東大阪市若江西新町 5-3-1 弥生前期〜中期 人骨 2 体 ◎ ◎

青谷上寺地遺跡 鳥取県鳥取市青谷町
弥生中期・後期 人骨 4 体 ◎ ◎ ◎
古墳前期 炭化米 2 点 ◎

古市宮ノ谷山遺跡 鳥取県鳥取市米子市古市字宮ノ谷山 弥生後期後半後葉 桃の核 3 点 ◎

高松茶臼山古墳 香川県高松市前田西町ほか 古墳前期 人骨 3 体 ◎ ◎ ◎

安徳台遺跡 福岡県那珂川市大字西隈 64 番地 1 弥生中期後葉 人骨 5 体 ◎ ◎ ◎

宝島大池遺跡
Ｂ地点 鹿児島県鹿児島郡十島村宝島大池

貝塚前期末 人骨 1 体
◎ ◎

mt
貝塚前期 獣骨 2 点

具志川島遺跡群
岩立遺跡 沖縄県島尻郡伊是名村 貝塚前期 人骨 1 体 ◎ ◎ mt

具志川島遺跡群
岩立遺跡西区 沖縄県島尻郡伊是名村 貝塚前期 人骨 1 体 ◎ ◎ mt

伊江島具志原貝塚 沖縄県伊江島伊江村川平区具志原 貝塚後期 イモガイ類 3 点 ◎

浜屋原貝塚 B 沖縄県中頭郡読谷村字宇座浜屋原 貝塚後期 土器付着炭化物 ◎ ◎

大久保原遺跡 沖縄県中頭郡読谷村
字渡慶次大久保原 貝塚後期

ゴホウラ類 1 点
◎

イモガイ類 1 点

中川原遺跡 沖縄県中頭郡読谷村渡慶次中川原 貝塚後期
ゴホウラ類 1 点

◎
イモガイ類 1 点

片江原遺跡 沖縄県中頭郡読谷村儀間 貝塚後期
ゴホウラ類 1 点

◎
イモガイ類 2 点

大当原貝塚Ａ地点 沖縄県中頭郡読谷村字波平 貝塚後期 人骨 2 体（県） ◎ ◎ mt

木綿原遺跡 沖縄県中頭郡読谷村字渡具知木綿原 貝塚後期
イモガイ類

◎
人骨 6 体 ◎ mt

宇堅貝塚 沖縄県うるま市宇堅荒吹原・目長原・
岩地原 貝塚後期

イモガイ類 2 点
◎

ゴホウラ類 2 点
具志川グスク崖下
地区 沖縄県うるま市具志川 貝塚後期 人骨 3 体（県） ◎ ◎ mt

平敷屋トウバル
遺跡

沖縄県うるま市勝連平敷屋小字板武
座 貝塚後期

ゴホウラ類 2 点（市）
◎

イモガイ類 5 点（県）

津堅貝塚 沖縄県うるま市勝連字津堅 貝塚後期 イモガイ類 3 点 ◎

平安山原Ａ遺跡 沖縄県中頭郡北谷町 貝塚後期 人骨 4 体 mt

伊礼原遺跡 沖縄県中頭郡北谷町字桑江 貝塚後期
ゴホウラ類 1 点

◎
イモガイ類 3 点

伊礼原 D 遺跡 沖縄県中頭郡北谷町字伊平伊礼原 貝塚後期
イモガイ類 2 点

◎
人骨 2 体 mt

小堀原遺跡 沖縄県中頭郡北谷町字桑江小字小堀
原 貝塚後期 ゴホウラ類 2 点 ◎

新城下原第二遺跡 沖縄県宜野湾市字安仁屋前原 貝塚後期 イモガイ類 5 点（県） ◎

嘉門貝塚Ｂ 沖縄県浦添市字城間小字嘉門 貝塚後期
ゴホウラ類 4 点

◎
イモガイ類 3 点

嘉門貝塚Ａ 沖縄県浦添市字城間小字嘉門 貝塚後期 イモガイ類 4 点 ◎

凡例：◎　実施，mt　ミトコンドリア DNA，
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図 1　2018 年度に調査した遺跡の位置（●人骨 , ▲貝）
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2. 研究組織
　以上の目的を達成するために次のような調査組織を組んだ。まず縄文時代の人骨を対象とする国

立歴史民俗博物館（以下，歴博）の山田康弘，弥生時代の人骨を対象とする藤尾，古墳時代の人骨

を対象とする岡山大学の清家章，奄美・沖縄の先史時代人骨を対象とする熊本大学の木下尚子を研

究分担者とした。これに炭素 14 年代測定を担当する歴博の坂本稔，年輪年代・酸素同位体比年輪

年代を担当する歴博の箱﨑真隆，同位体比分析を担当する東京大学総合研究博物館の大森貴之を連

携研究者として組織した。また 11 月からは同位体比分析を担当する歴博の瀧上舞も研究協力者と

して加わった（藤尾）。

B01 班（考古班）

計画研究代表

　藤尾慎一郎	 　国立歴史民俗博物館研究部　教授　研究総括・弥生時代

研究分担者

　山田　康弘	 　国立歴史民俗博物館研究部　教授　縄文時代

　清家　　章	 　岡山大学社会文化科学研究科　教授　古墳時代

　木下　尚子　	 　熊本大学大学院人文社会科学研究部　教授　奄美・沖縄の貝塚時代

連携研究者

　坂本　　稔　　　 国立歴史民俗博物館研究部　教授　炭素 14 年代

　箱﨑　真隆　　　国立歴史民俗博物館研究部　特任助教　年輪年代・酸素同位体比年輪年代

　大森　貴之　　　東京大学総合研究博物館　研究員　同位体比分析

研究協力者

　瀧上　　舞　 　　国立歴史民俗博物館研究部　プロジェクト研究員　同位体比分析（11 月から）

　濵田　竜彦　　　鳥取県埋蔵文化財センター　係長（当時）　中国地方の先史時代人骨

Ⅱ 測定した遺跡と資料

1. 2018 年度の調査
　2018 年度の調査は以下のとおりである。

8 月 21 〜 25 日　沖縄県内の古人骨・貝殻所蔵調査　木下尚子・篠田謙一（A02 班領域研究代表）・

藤尾慎一郎　沖縄県立埋蔵文化財センター，浦添市教育委員会，うるま市教育委員会，読谷

村教育委員会，北谷町教育委員会，宜野湾市教育委員会

10 月 9 〜 10 日　2019 年度発掘予定の鹿児島県成川遺跡が所在する鹿児島県指宿市教育委員会へ

挨拶。　篠田謙一・藤尾慎一郎

10 月 12 〜 13 日　香川県高松市高松茶臼山古墳出土人骨の調査　篠田謙一・藤尾慎一郎　香川

県埋蔵文化財センター

11 月 5 日　大阪府山賀遺跡出土弥生人骨の調査　神澤秀明（A02 班研究分担者），瀧上舞・藤尾

慎一郎

11 月 27 〜 12 月 1 日　沖縄県内の人骨・貝殻集積の調査　木下尚子・篠田謙一・坂本稔・藤尾
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慎一郎　うるま市教育委員会，読谷村教育委員会，北谷町教育委員会，浦添市教育委員会，沖

縄県立埋蔵文化財センター

12 月 7 日　千葉県木更津市諏訪谷古墳群出土人骨の調査　谷畑美帆（明治大学）・神澤秀明・藤

尾慎一郎　木更津市教育委員会

12 月 16 日　大韓民国慶尚北道永川完山洞古墳群踏査　藤尾慎一郎

2 月 19 日　沖縄県具志原貝塚出土貝殻集積の調査　木下尚子・坂本稔・藤尾慎一郎　沖縄県立博物館

2. 2018 年度内に年代測定結果が出たもの

　表 1 に一覧を，図 1 に遺跡の所在地を落とした。測定結果の詳細は，本論を参照いただくとして，

次に，概要について述べることとする。

3. 測定した遺跡の概要
① 縄文時代

　今年度は縄文人骨の調査は行っていないが，縄文前期に併行する韓国新石器時代（約 6300 年前）

に比定される釜山市加徳島
じゃんはん

項遺跡出土人骨２体の年代測定を行い，報告書を日本語とハングル

で刊行した［山田・瀧上・坂本・藤尾 2019］［篠田・神澤・角田・安達 2019］。

② 弥生時代

　大阪府山賀遺跡 5 次，福岡県安徳台遺跡，鳥取県青谷上寺地遺跡の調査を行った。山賀遺跡は弥

生中期としては初めてのゲノム調査となったが，残念ながら DNA の抽出自体ができなかった。ま

た近畿ではもっとも古い弥生人骨の一つであったが，残念な結果に終わった。年代測定値もコラー

ゲンの回収率が低く参考値に留まった。安徳台遺跡は甕棺墓出土人骨の測定としては本プロジェク

ト初の例である。5 体の人骨の測定を行ったが，うち 3 体はコラーゲンの回収率が悪く炭素 14 年

代は参考値にとどまった。また同じ理由で，ゲノムまでは進むことができなかった。

　青谷上寺地遺跡では，弥生中期の人骨１体と，後期後半の人骨 3 体を測定した。また人骨以外に

も同時期の米子市古市宮ノ谷山遺跡から出土したモモの核を 3 点を測定した（表 4）。その理由は

炭素寄与率を見積らなければならない人骨の年代測定結果と見積る必要のないモモ種の年代測定結

果を比較するためである。ミトコンドリア DNA の調査では，30 数体のほとんどが母系の関係の

ないことが明らかになったことから，通常の水田稲作民のむらの構成員というよりは，人の移動が

激しい，後世の都市的な性格を持つ遺跡である可能性が指摘されている。

③ 古墳時代

　古墳前期の高松茶臼山古墳の人骨 3 体と，同時期の青谷上寺地遺跡出土炭化米の年代測定，同位

体比分析を行った。高松市高松茶臼山古墳は，日本で初めての前方後円墳の被葬者の DNA と年代

測定であり，かつ初めて支配者層を調査対象とした。後円部の被葬者と前方部の被葬者の母が異な

ることがミトコンドリア DNA によって明らかになっている。炭化米はやはり炭素寄与率を考慮し

なくてもよい好資料である（表 4）。

④ 貝塚時代前期

　鹿児島県十島村の宝島大池遺跡Ｂ地点出土人骨 1 体と，宝島大池遺跡Ａ地点出土イノシシの骨２
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片の年代測定と同位体比分析を行った。また人骨の DNA 解析も実施した。大池遺跡 B 地点の熟年

女性はサンゴブロックで造られた箱式石棺に葬られ，腕にオオツタノハ製の貝輪を 3 つはめていた

ことから，弥生開始期の九州北部との関係が注目される資料である（①〜④藤尾）。

⑤ 貝塚時代後期

　2018 年度に年代調査を行った資料の大部分は，沖縄の貝塚後期文化に比定される貝殻集積出土

の貝 51 点（表 3）と人骨・獣骨 12 点（表 2）, 土器付着炭化物 1 点（表 5）である。

（1） 貝殻集積

　貝殻集積とは，サンゴ礁に生息する大型巻貝であるゴホウラやイモガイ類のみを集めた集積で，

沖縄諸島の貝塚後１期（紀元前 5 ～ 2 世紀から紀元 5 世紀）の遺跡で多く検出される遺構である。

遺跡では在地の土器に混じってしばしば九州の弥生土器が伴い，また集積されたゴホウラに，同時

期の九州北部の弥生人が消費していた腕輪の粗加工品が含まれることから，弥生社会と沖縄の貝塚

社会の間で継続した貝殻の交易（貝交易）にかかわって，沖縄に残された遺構だと考えられている。

貝殻集積は貝集積，貝溜まりともよばれるが，ここでは意図的に貝殻を集めたという意味で貝殻集

積という表現を使う。

　貝殻集積を構成する貝殻は，大きく分けて以下の２種類である（図 2）。

A：スイショウガイ科の大型巻貝であるゴホウラを主体として同科のアツソデガイが加わるもの

B：イモガイ科のアンボンクロザメ・クロフモドキを主体として，これに同科のイボカバイモ，

オトメイモ等が加わるもの

　一般には A をゴホウラ集積，B をイモガイ集積と呼んでいる。ただ生物分類学上，ゴホウラは

種名，イモガイは科名であるためやや任意性の強い名称といえる。またゴホウラとアツソデガイに

よる集積である場合もゴホウラ集積とよぶこともあるので，ここでは名称を以下のように統一して

おきたい。

ゴホウラ集積：ゴホウラのみの集積

ゴホウラ類集積：ゴホウラとアツソデガイの集積

イモガイ類集積：イモガイ科貝殻の集積

　なお，貝殻集積はゴホウラ類のみのもの，イモガイ類のみのものが一般的であるが，両者が混在

する場合も少なくない。そのときは状況にあわせてゴホウラ・イモガイ類集積等の表現を用いるこ

とにする。

（2）時期・土器型式について（図 3）

九州の弥生時代に併行する沖縄の時期区分名は貝塚後１期であり，土器では尖底土器の甕が主体を

なす。これまでの調査によって得られた炭素 14 年代値，ならびに土器型式との対応関係から推定

されている沖縄の土器型式と九州のそれとの対応関係は、以下のとおりである（木下）。
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原
ばる

式　　　：弥生後期後半から古墳時代
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図 2　貝殻集積にみられる貝類

1・2 ゴホウラ類　　 3・4・5 イモガイ類
　1. ゴホウラ Strombus latissimus ; Strombus（Tricornis） latissimus Linnae 
　2. アツソデガイ Strombus thersites ; Strombus （Tricornis） thersites Swainson 
　3. アンボンクロザメ Conus litteratus ; Conus （Lithoconus）litteratus Linnaeus 
　4. クロフモドキ Conus leopardas ; Conus （Lithoconus） leopardas Hwass 
　5. イボカバイモ Conus distans Hwass in Bruguiere, 1792

出典　1 ～ 3，5: 本間三郎編 波部忠重監修 1975:『学研中高生図鑑⑦ 貝 I』p.78，150 引用 
　　　4: 奥谷喬司編著 2017:『日本近海産貝類図鑑（第二版）』，東海大学出版局，p. 350 引用

図 3　沖縄諸島の貝塚後 1 期の甕形土器の型式（縮尺不同）

⒈ 仲原式土器（仲原遺跡）
⒉ 阿波連浦下層式土器（阿波連浦貝輪 VI 層）
⒊ 浜屋原式土器（大原第二貝塚 B 地点）
⒋ 大当原式土器（津堅貝塚）

出典　安座間充 2014:「貝塚時代後 1 期・沖縄諸島の土器動態」『琉球列島の土器・石器・貝製品・骨製品文化』，
　　　六一書房，p. 164 第 5 図ともとに作成

1 2 3 4 5

1 2 3 4

5cm0
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Ⅲ 炭素 14 年代と較正暦年代

　大気中で生成された 14C は大気循環により拡散し，均一な濃度となる。陸生植物は二酸化炭素に

組み込まれた 14C を取り込むため，陸生植物及び陸生草食動物は大気中と同じく均一な 14C 濃度を

有すると考えられる。

　しかし，海域の 14C 濃度は陸域とは異なっている。表層海水は大気中の 14C が二酸化炭素として

溶け込むが，深層水となって潜り込んだ海水は大気中の 14C を取り込むことができなくなる。その

ため数百年にわたって深層水として海水が循環している間に，深層水中の 14C 濃度はどんどん減少

していく。さらに深層水が湧昇して表層海水と混ざることで，表層水中の 14C 濃度も希釈されてし

まう。したがって，海洋では 14C 濃度が下がり，海域で生息する生物の体組織中の 14C 濃度も，陸

域の生物に比べて低くなる。そのため海生生物の体組織の 14C 年代は見かけ上古くなってしまう。

これを海洋リザーバー効果と呼ぶ。

　海産資源を摂取したヒトも，体組織中の 14C 濃度が低くなってしまう。そのため古人骨を用いて
14C 年代測定を行う場合，海産資源の影響によって見かけ上古くなっている 14C 年代を補正する必

要がある。炭素・窒素同位体比を用いて食性推定を行い，海産資源寄与率（ヒトが摂取した食物全

体中の海産資源の割合）を計算することで，暦年較正を行う段階での補正が可能となる。

　暦年較正用解析ソフト Oxcal［Bronk Ramsey 2009］を用いて，較正曲線を混合したモデルで計算

を行った。なお測定結果は，表 2 〜表 5 を参照のこと（坂本）。

Ⅳ 同位体比分析と炭素寄与率

　食物は光合成回路の違いや食物連鎖による栄養段階の違いから，異なる炭素・窒素同位体比を有

している。ヒトの体組織にも，摂取した食物の同位体比が反映されている。そこで，ヒトの体組織

の同位体比を測定して食物の値と比較することで，大まかな食性推定を行える。さらに任意の 3 点

の食物を選択し，各食物をどの程度の割合で組み合わせればヒトの体組織の同位体比が形成される

かを推定することで，海産食物資源の摂取量（海産資源寄与率：ヒトが摂取した食物全体中の海産

資源の割合）を見積もることができる。本研究では海産資源寄与率の計算ソフトウェアとして

ISOCONC 1.01 を用いた［Phillips and Koch, 2002］（図 4）。なお，摂取した食物が骨コラーゲンに

形成される際の同位体分別はδ 13C で 4.5 ‰，δ 15N で 3.4 ‰の補正をした［Kusaka et al., 2010］。

陸生動物と海生哺乳類，海生魚類の考古骨資料については，食物の組織内での同位体分別として骨

と肉の値の差異をδ 13C で 3.5 ‰の補正をした（窒素は補正なし）［Kusaka et al., 2010］（瀧上）。

Ⅴ 古人骨の分析方法

　古人骨の炭素・窒素同位体比分析を行うにあたり，試料から骨コラーゲンを抽出した。サンプリ

ングした骨試料 0.5 〜 1.0 mg を用いて，無機成分（リン酸カルシウム）を酸溶液で除去し，アル

カリ溶液で外来有機物（フミン酸やフルボ酸）を除去した。90 ℃の超純水で加熱し，水溶性のゼ

ラチンコラーゲンを抽出した。

　抽出されたコラーゲンの保存状態は，コラーゲン収率（骨の乾燥重量から得られたコラーゲン乾
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図 4　ISOCONC を用いた海産資源寄与率の推定の例（TTKJA-9）

A は 3 つの食物の組み合わせが成立した例，B は３つの食物の組み合わせではヒトの体組
織を合成することができず，食性に大きく関わる食物が他に存在している可能性を示す。

海生哺乳類

海生貝類

Ｃ３植物

海生魚類

陸生哺乳類

海生哺乳類A
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燥重量の割合）と炭素・窒素含有量から計算された C/N 比によって計算される。一般的にコラー

ゲン収率が 1 % 以上の試料は，炭素含有量と窒素含有量，C/N 比が良好な値を示す場合が多い［van 

Klinken 1999］。土中に埋葬されたことのない現生骨の骨コラーゲンは 2.9 〜 3.6 の値を示すことが

先行研究で報告されている［DeNiro 1985］。この値が骨コラーゲンの保存状態の指標の一つとされ

ており，考古資料の骨コラーゲンの C/N 比がこの範囲内に収まれば，外来汚染やコラーゲンの劣化・

損失を受けていない良好な状態であると判断される（瀧上）。

Ⅵ DNA 解析

　古人骨に僅かに残る DNA の分析は，90 年代より本格的に行われるようになったが，その際には，

古人骨から DNA を抽出し，適当なプライマーを使って PCR 反応でミトコンドリア DNA の一部

領域を増幅して，塩基配列を決定するという手法が用いられた。その後，古代試料からの DNA 抽

出法にも改良が進められ，1997 年にはネアンデルタール人骨のミトコンドリア DNA 配列の決定

にも成功している［Krings et al., 1997］。

　ミトコンドリアの DNA を調べると，世界中の集団が持つ DNA の変異が，アフリカで生まれた

人類の共通祖先からどのような順番で変化していったかを推定できる［Ingman et al., 2000］。これ

を系統分析と呼ぶ。それぞれの系統の中に見られる変化は，アフリカを旅立った人類が世界の各地

に展開したときに，各地の地域集団の中で新たな突然変異が起こったために生じたものである。従っ

てミトコンドリア DNA には，それぞれの地域に特有のタイプが存在する。このタイプのことを，

ハプロタイプと呼び，ある程度祖先をさかのぼると同じタイプから生まれたハプロタイプ同士をま

とめてハプログループと称している。このハプログループの系統関係から人類集団の拡散の様子や

近縁性が推測されている［Forster and Matsumura 2005］。

　その後，行われた多くの古人骨の DNA 分析でも，解析部位としてミトコンドリアの DNA が選

ばれている。ミトコンドリア DNA は母系に遺伝し，突然変異率が核 DNA に比べて 10 倍以上高

いことから，ごく限られた領域に数多くの変異を蓄積していることや，核 DNA がひとつの細胞に

２組しか存在しないのに対し，ミトコンドリア DNA は数百から数千のオーダーで存在しているの

で，経年的な変成を受けている古人骨由来の DNA であっても，壊れずに残っている確率が高いこ

となどの特徴が，古代資料の分析に適していたからである。

　一方，2010 年には DNA 配列の決定を行う全く新しい技術である次世代シークエンサを用いた，

古代人のゲノム解析の結果が発表された［Green et al., 2010］。その結果，我々ホモ・サピエンスに

はネアンデルタール人のゲノムが伝えられていることが明らかとなり，人類進化のシナリオが書き

替えられることになった。古代 DNA 研究も核ゲノム解析の時代に突入し，そこから得られる人類

の起源と拡散の情報も格段に精度の高いものとなった。本研究でも，この次世代シークエンサを使っ

た古代人の解析を行っている。

　古人骨を使った DNA 研究では，従来はミトコンドリア DNA のハプログループの決定のみを行っ

ていたが，今回の分析ではミトコンドリア DNA に関しては全塩基配列を決定し，詳細な系統解析

を行った。これにより従来のハプログループによる解析では追求することにできなかった集団の系

統関係も明らかとなった。また，ミトコンドリア DNA の解析で充分な量の DNA が残っていると
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表 2　人骨・獣骨のコラーゲン抽出と年代測定及び炭素・窒素分析の結果（1）　　　　　　　　　

遺跡名 遺構・遺物 資料 採取部位 試料番号
コラーゲン抽出 測定機関

番　　号
炭素14 年代
（14CBP）処理量 

(mg)
回収量 
(mg)

回収率 
(%)

大阪府東大阪市
山賀遺跡

SZ402 2 号人骨 女・成人 右頭骨 OSHKY-1 1738.67 5.77 0.3 PLD-37696 2447±26

SZ406 9 号人骨 ？・成人 左頭骨 OSHKY-2 1474.00 7.52 0.5 PLD-37697 590±33

鳥取県鳥取市
青谷上寺地遺跡

SD38

第 9 頭蓋 #27704 
男・壮年後半

右側頭骨
錐体−内部硬質部 TTKJA-9 719.73 48.10 6.7 PLD-36927 1920±16

第 15 頭蓋 #27893 
女・壮年

左側頭骨
錐体−内部硬質部 TTKJA-15 506.93 21.99 4.3 PLD-36928 1918±16

第 23 頭蓋，
#27674 男・壮年

右側頭骨
錐体−内部硬質部 TTKJA-23 538.40 36.49 6.8 PLD-36929 1935±18

第 33 頭蓋 ,#7437 
女・壮年 右側頭骨片 TTKJA-33 1166.77 128.18 11.0 PLD-37695 2179±21

福岡県那珂川市
安徳台遺跡

2 号甕棺 男・長身屈強
身長 176.6cm 頭蓋破片 FONAT-2 905.2 5.4 0.6 TKA19850 2071±39

3 号甕棺 若年期
身長 166.1cm 左大腿骨 FONAT-3 999.4 3.2 0.3 PLD-36860 2048±19

5 号甕棺 女・成年後半
身長 157.4cm 左大腿骨 FONAT-5 1070.9 2.9 0.3 PLD-36861 1985±20

８号甕棺 男
小柄で華奢 脛骨 FONAT-8 1232.3 16.8 1.4 PLD-36862 2090±17

10 号甕棺 若年末か
青年期前半 左大腿骨 FONAT-10 1505.2 1.1 0.1 TKA19851 2087±50

香川県高松市
高松茶臼山古墳

前方部
第３主体 男・熟年以降 右頭骨 KGTCY-3 518.63 16.90 3.3 PLD-37319 1697±20

後円部
第１主体西群 ？・壮年 左頭骨 KGTCY-1 554.71 14.12 2.5 PLD-37318 1782±20

鹿児島県十島村
大池遺跡Ｂ地点 1 号石棺 女・熟年 側頭骨 KSTOB-1 531.40 30.78 5.8 PLD-37116 3165±23

鹿児島県十島村
大池遺跡Ａ地点

N-10G 2 層 リュウキュウイノ
シシ 四肢骨 KSTOI-1 1547.03 31.96 2.1 PLD-37773 4266±22

N-10G 3 層
164

リュウキュウイノ
シシ 四肢骨 KSTOI-2 1172.60 28.02 2.4 PLD-37774 4608±24

沖縄県伊是名村
具志川島遺跡群
岩立遺跡西区

3・4 層
（No.166） 性別・年齢不明 左側頭骨 ONSGN-166 526.97 9.09 1.7 PLD-37704 3611±23

沖縄県伊是名村
具志川島遺跡群
岩立遺跡

5B 層 No.421 性別・年齢不明 右側頭骨 ONSGI-421 519.22 10.30 2.0 PLD-37705 3853±22
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試料番号 δ 13C
(‰ , VPDB)

δ 15N
(‰ , AIR)

炭素濃度
(%)

窒素濃度
(%)

C/N 比
（mol/mol）

海産資源
寄与率（％）

較正年代（cal）

1δ (68.2%) 2δ (95.4%)

OSHKY-1 -20.0 9.25 9.21 0.906 11.9 7.0±2.1

OSHKY-2 -15.2 9.43 11.5 0.769 17.4 11.9±8.4

TTKJA-9 -20.0 10.2 41.7 14.6 3.3 9.2±2.4 AD120-210 AD40-215

TTKJA-15 -19.6 10.8 41.9 14.4 3.4 13.4±3.4 AD120-210 AD40-230

TTKJA-23 -19.7 9.97 40.0 14.1 3.3 11.7±4.4 AD105-210 AD25-210

TTKJA-33 -17.9 8.87 44.1 15.6 3.3 10.0±9.0 345-55BC 360-50BC

FONAT-2 n.a. n.a. 3.16 0.497 7.4 不可

FONAT-3 -19.7 11.3 23.4 7.33 3.7 12.9±2.7 100BC-AD15 155BC-AD95

FONAT-5 -21.7 17.7 18.4 2.67 8.0 不可

FONAT-8 -19.9 9.96 39.0 13.8 3.3 10.1±3.6 150- 50BC 175BC-AD10

FONAT-10 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. 不可

KGTCY-3 -19.0 12.3 38.3 12.1 3.7 18.1±0.6 AD395-525 AD350-525

KGTCY-1 -19.5 13.1 37.7 12.3 3.6 14.6±0.3 AD255-340 AD250-380

KSTOB-1 -15.6 11.8 42.4 14.7 3.4 49.6±5.5 1280-1195BC 1280-1195BC

KSTOI-1 -20.6 10.60 43.2 14.2 3.5 2905-2885BC 2905-2885BC

KSTOI-2 -20.4 8.20 43.5 14.7 3.5 3490-3360BC 3490-3360BC

ONSGN-166 -14.0 11.6 40.0 13.3 3.5 63.1±2.6 1740-1670BC 1770-1630BC

ONSGI-421 -13.9 12.4 38.8 13.0 3.5 52.6±7.7 2130-2030BC 2190-1960BC
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表 2　人骨・獣骨のコラーゲン抽出と年代測定及び炭素・窒素分析の結果（2）　　　　　　　　　

遺跡名 遺構・遺物 資料 採取部位 試料番号
コラーゲン抽出

測定機関
番　　号

炭素14 年代
（14CBP）処理量 

(mg)
回収量 
(mg)

回収率 
(%)

沖縄県読谷村
木綿原遺跡

1 号箱式石棺 
3 号人骨下層 男・壮年 四肢骨 ONYMB-3 1194.32 42.83 3.6 PLD-37690 2680±20

2 号箱式石棺
5 号人骨 男 Femur，右 ONYMB-5FR 1054.75 13.63 1.3 PLD-37691 2541±19

2 号箱式石棺
5 号人骨 男 Tibia，左 ONYMB-5TL 796.21 14.27 1.8 PLD-37692 2565±19

4 号箱式石棺 
8 号人骨 骨・人骨 四肢骨 ONYMB-8　 1235.5 5.84 0.5 PLD-37693 3058±22

7 号箱式石棺 
12 号人骨 骨・人骨 四肢骨 ONYMB-12 1135.8 7.83 0.7 PLD-37694 2657±19

4 号箱式石棺 
8 号人骨 骨・人骨 側頭骨 ONYMB-8-2 481.14 0.71 0.1 測定なし

沖縄県読谷村
大当原遺跡Ａ地点

No.29 骨・人骨 左側頭骨 ONYUB-29 489.24 13.89 2.8 PLD-37699 1265±20

No.114 骨・人骨 右側頭骨 ONYUB-114 479.64 17.51 3.7 PLD-37770 1242±20

沖縄県うるま市
具志川グスク崖下
地区

第２層最下
層 , NO.376 骨・人骨 左側頭骨 ONGGG-376 501.16 21.2 4.2 PLD-37701 2828±20

G-1 III 下層 , 
No.850 骨・人骨 右側頭骨 ONGGG-850 543.77 18.66 3.4 PLD-37702 2596±21

TP1-3A, 
No.1024 骨・人骨 左側頭骨 ONGGG-1024 548.48 27.47 5.0 PLD-37703 2606±23
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試料番号 δ 13C
(‰ , VPDB)

δ 15N
(‰ , AIR)

炭素濃度
(%)

窒素濃度
(%)

C/N 比
（mol/mol）

海産資源
寄与率（％）

較正年代（cal）

1δ (68.2%) 2δ (95.4%)

ONYMB-3 -17.9 11.0 45.6 15.4 3.5 28.4±3.3 795-775BC 805-760BC

ONYMB-5FR -17.9 10.9 40.8 13.3 3.6 28.2±2.9 730-485BC 740-430BC

ONYMB-5TL -17.5 11.1 36.1 11.8 3.6 31.9±3.3 730-525BC 750-485BC

ONYMB-8　 -18.8 11.3 37.3 10.9 4.0 21.1±5.6 1270-1135BC 1370-1120BC

ONYMB-12 -17.8 11.2 41.7 13.2 3.7 29.5±4.1 790-760BC 800-595BC

ONYMB-8-2 -22.9 11.1 17.6 2.53 8.1 計算不可

ONYUB-29 -12.8 11.2 36.3 12.4 3.4 29.8±26.8 AD785-970 AD690-1045

ONYUB-114 -13.2 11.2 38.3 13.2 3.4 29.8±26.8 AD790-985 AD720-1115

ONGGG-376 -16.6 12.9 40.6 14.1 3.4 42.7±11.6 885-805BC 920-780BC

ONGGG-850 -16.8 13.0 34.8 11.9 3.4 41.6±11.4 725-510BC 755-425BC

ONGGG-1024 -16.9 12.7 42.1 14.6 3.4 37.5±11.2 735-545BC 775-460BC
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表 3　2018 年度に調査した貝集積出土貝の年代測定結果　　　　　　　　　

伊江村 具志原貝塚

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

西区Ⅴ層

クロフモドキ ONGSB-37 外唇 小片 247.8 PLD-38517 2055±18 AD275-365 (1σ)
AD255-405 (2σ) II-2

クロフモドキ ONGSB-28 外唇 小片 204.3 PLD-38515 2031±17
AD325-405 (1σ)

II-1
AD270-420 (2σ)

クロフモドキ ONGSB-31 外唇 小片 209.2 PLD-38516 2016±17
AD345-410 (1σ)

II-3
AD290-435 (2σ)

読谷村 木綿原遺跡Ⅰ地区

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

イモガイ集積

アンボン
クロザメ ONMB-22 外唇 小片 212.7 PLD-37717 2680±21

450-375BC (1σ) 第 3 層黄褐色砂層
505-355BC (2σ) （第 2 層？）

アンボン
クロザメ ONMB-21 外唇 小片 204.0 PLD-37716 2379±20

105-10BC (1σ) 第 3 層黄褐色砂層
150BC-AD25 (2σ) （第 2 層？）

同 中川原遺跡２次

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

1 号集積上層 ゴホウラ ONNB-28 外唇 粉末 214.8 PLD-37747 2483±19
235-135BC (1σ)

no.115
315-105BC (2σ)

3 号集積下層 アンボン
クロザメ ONNB-29 外唇 小片 205.7 PLD-37721 1853±20

AD525-610 (1σ)
Dot158

AD465-630 (2σ)
同 片江原遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

貝殻集積 2 号 アンボン
クロザメ ONKB-25 外唇 小片 277.2 PLD-37719 2478±20

230-130BC (1σ)
no.439

310-95BC (2σ)

貝殻集積 4 号 アンボン
クロザメ ONKB-24 外唇 小片 227.5 PLD-37718 2392±18

115-30BC (1σ)
no.436

160BC-AD5 (2σ)

貝殻集積 12 号 ゴホウラ ONKB-23 外唇 粉末 223.7 PLD-37745 2310±19
10BC-AD70 (1σ)

老貝
45BC-AD100 (2σ)

同 大久保原遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

貝殻集積 2 号 ゴホウラ ONOB-26 外唇 粉末 234.7 PLD-37746 2465±19
200-115BC (1σ)

no.1
295-60BC (2σ)

貝殻集積 10 号 アンボン
クロザメ ONOB-27 外唇 小片 224.5 PLD-37720 2389±19

115-25BC (1σ)
no.3

160BC-AD10 (2σ)
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うるま市平敷屋トウバル遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

（14CBP） 備考

集積 1 アンボン
クロザメ ONTB-1996-47 外唇 小片 236.9 PLD-37713 2687±19

460-380BC (1σ)
no.17（県調査）

510-365BC (2σ)

貝殻集積
ゴホウラ ONTB-15 外唇 粉末 211.5 PLD-37741 2655±20

410-355BC (1σ)
第 9 図 2（市調査）

475-340BC (2σ)

ゴホウラ ONTB-16 外唇 粉末 217.9 PLD-37742 2658±20
415-355BC (1σ)

第 9 図 4（市調査）
475-340BC (2σ)

集積 2

アンボン
クロザメ ONTB-1996-45 外唇 小片 239.6 PLD-37711 2391±19

115-30BC (1σ)
県調査

160BC-AD10 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTB-1996-46 外唇 小片 243.4 PLD-37712 2381±21

105-15BC (1σ)
県調査

150BC-AD25 (2σ)

集積 7

アンボン
クロザメ ONTB-1996-49 外唇 小片 236.6 PLD-37715 2351±18

55BC-AD25 (1σ)
県調査

105BC-AD60 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTB-1996-48 外唇 小片 200.1 PLD-37714 2311±19

10BC-AD65 (1σ)
no.28（県調査）

45BC-AD100 (2σ)
同 宇堅貝塚

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

ゴホウラ集積
ゴホウラ ONUK-19 外唇 粉末 210.3 PLD-37743 2603±20

385-320BC (1σ)
G-7-11 第Ⅱ層

395-240BC (2σ)

ゴホウラ ONUK-20 外唇 粉末 214.2 PLD-37744 2594±21 380-300BC (1σ) G-7-11 第Ⅱ層
390-225BC (2σ)

アンボンクロザメ
集積

アンボン
クロザメ ONUK-17 外唇 小片 228.4 PLD-37709 2455±21

195-105BC (1σ) G-7-11 第 1 集積
第 1 層240-45BC (2σ)

アンボン
クロザメ ONUK-18 外唇 小片 208.5 PLD-37710 2412±20

140-55BC (1σ) G-7-11 第 1 集積
第 1 層175-20BC (2σ)

同　津堅貝塚

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

６号集積

アンボン
クロザメ ONTK-13 外唇 小片 207.0 PLD-37707 2021±18

AD335-410 (1σ)
7

AD280-430 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTK-12 外唇 小片 232.3 PLD-37706 1975±18

AD380-450 (1σ)
3

AD340-490 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTK-14 外唇 小片 220.6 PLD-37708 1964±20

AD390-465 (1σ)
9

AD350-520 (2σ)

北谷町 小堀原遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

87KSS
ゴホウラ ONKB-39 外唇 破片 285.0 PLD-37736 2704±19

475-390BC (1σ) 第 23 図 -6
530-375BC (2σ) #4005

ゴホウラ ONKB-38 外唇 粉末 226.4 PLD-37748 2692±20
465-385BC (1σ)

第 23 図 -1
515-365BC (2σ)

同 伊礼原遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

SS02 アンボン
クロザメ ONIB-34 外唇 小片 211.5 PLD-37732 2650±18

405-355BC (1σ)
no.1565

460-335BC (2σ)

SS03 アンボン
クロザメ ONIB-35 外唇 小片 231.9 PLD-37733 2625±21

390-340BC (1σ)
no.1485

425-255BC (2σ)

SS01

ゴホウラ ONIB-31 外唇 破片 333.0 PLD-37729 2373±20
95-1BC (1σ)

no.1517
140BC-AD35 (2σ)

イボカバイモ ONIB-33 外唇 小片 252.5 PLD-37731 2353±17
60BC-AD25 (1σ)

no.1537
105BC-AD55 (2σ)

イボカバイモ ONIB-32 外唇 小片 224.4 PLD-37730 2346±18
50BC-AD30 (1σ)

no.1516
95BC-AD65 (2σ)
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同 伊礼原 D 遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

4317SS

クロフ
モドキ ONIB-D-37 外唇 小片 291.2 PLD-37735 2027±17

AD330-405 (1σ)
no.27

AD275-425 (2σ)
アンボン
クロザメ ONIB-D-36 外唇 小片 353.8 PLD-37734 2019±17

AD340-410 (1σ)
no.9

AD285-430 (2σ)

宜野湾市 新城下原第二遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

貝殻集積 2
クロフモドキ ONSSB-44 外唇 小片 195.9 PLD-37753 2360±21

75BC-AD15 (1σ)
no.11

125BC-AD55 (2σ)
アンボン

ONSSB-43 外唇 小片 225.6 PLD-37752 2334±21
40BC-AD40 (1σ)

no.8
クロザメ 85BC-AD80 (2σ)

貝殻集積 1

アンボン
ONSSB-41 外唇 破片 486.0 PLD-37750 2341±21

45BC-AD40 (1σ)
no.15

クロザメ 90BC-AD75 (2σ)
アンボン
クロザメ ONSSB-40 外唇 破片 812.0 PLD-37749 2337±22

45BC-AD40 (1σ)
no.4

90BC-AD80 (2σ)
アンボン

ONSSB-42 外唇 破片 828.0 PLD-37751 2337±19
40BC-AD40 (1σ)

no.34
クロザメ 85BC-AD75 (2σ)

浦添市 嘉門貝塚 B 遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

13 号集積

アンボン ONKJ-B-6 外唇 小片 209.7 PLD-37724 2937±18 790-750BC (1σ) 13-18クロザメ 810-730BC (2σ)
アンボン ONKJ-B-5 外唇 小片 218.5 PLD-37723 2812±18 705-570BC (1σ) 13-17クロザメ 730-520BC (2σ)
アンボン ONKJ-B-4 外唇 小片 274.3 PLD-37722 2739±18 535-425BC (1σ) 13-15クロザメ 605-390BC (2σ)

8 号集積

アツソデガイ ONKJ-B-9 外唇 粉末 215.7 PLD-37740 2488±19 250-145BC (1σ) KSBL-21 KT-1320-110BC (2σ)

ゴホウラ ONKJ-B-1 外唇 粉末 247.0 PLD-37737 2388±20 115-25BC (1σ) 8-1155BC-AD15 (2σ)

ゴホウラ ONKJ-B-2 外唇 粉末 251.7 PLD-37738 2377±19 100-10BC (1σ) 8-2145BC-AD25 (2σ)

ゴホウラ ONKJ-B-3 外唇 粉末 201.4 PLD-37739 2357±19 70BC-AD20 (1σ) 8-4115BC-AD55 (2σ)
同 嘉門貝塚 A 遺跡

遺構 貝種 試料番号 部位 採取 重量
(mg) 測定機関番号 炭素14 年代

（14CBP）
較正年代

(cal) 備考

第 1 号集積

アンボン ONKJ-A-8 外唇 小片 232.0 PLD-37726 2768±19 620-475BC (1σ)
クロザメ 695-420BC (2σ)
アンボン ONKJ-A-7 外唇 小片 237.6 PLD-37725 2715±18 490-400BC (1σ)
クロザメ 540-380BC (2σ)

第 2 号集積

アンボン ONKJ-A-10 外唇 小片 204.8 PLD-37727 2476±17 220-130BC (1σ) 10クロザメ 300-90BC (2σ)
アンボン ONKJ-A-11 外唇 小片 226.1 PLD-37728 2463±18 200-115BC (1σ) 12クロザメ 260-60BC (2σ)
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表 4　炭化種子の年代測定結果　　　　　　　　　

遺跡名 遺構・遺物 資料 試料番号 測定機関番号 炭素14 年代
（14CBP）

較正年代（cal）
日本産樹木 [ 西本編 2009］

1σ (68.2%) 2σ (95.4%)

鳥取県鳥取市
青谷上寺地遺跡 454 土坑 炭化米 TTAK17-454.2 PLD-37776 1877±21 AD125-235 (68.2%)

AD40-50 (1.0%)
AD85-102 (2.2%)
AD110-250 (92.2%)

鳥取県米子市
古市宮ノ谷山　
遺跡

竪穴住居跡 7，
土器 71
№ 4206

モモ核 TTYFM4206 PLD-37777 1901±19 AD120-150 (24.1%)
AD155-210 (44.1%)

AD40-50 (2.7%)
AD60-70 (0.7%)
AD85-100 (3.1%)
AD105-235  (89.0%)

竪穴住居跡 7，
土器 71
№ 4209-1

モモ核 TTYFM4209.1 PLD-37778 1846±19 AD125-135 (1.8%)
AD205-250 (66.4%)

AD85-100 (2.2%)
AD110-120 (0.4%)
AD125-255 (85.8%)
AD290-310 (3.8%)
AD320-335 (3.2%)

竪穴住居跡 7，
土器 71
№ 4209-2

モモ核 TTYFM4209.2 PLD-37779 1849±19 AD125-135 (2.2%)
AD205-250 (66.0%)

AD85-100 (2.3%)
AD110-120 (0.6%)
AD125-255 (87.2%)
AD290-305 (2.8%)
AD320-335 (2.6%)

遺跡名 試料番号 δ 13C
(‰ , VPDB)

δ 15N
(‰ , AIR)

炭素濃度
（％）

窒素濃度
（％）

C/N 比
(mol/mol)

浜屋原貝塚 B ONHB-B-30 -24.9 3.13 44.2 1.44 35.8

表 5　土器付着炭化物の年代測定及び炭素・窒素分析の結果

遺跡名 遺構・遺物 資料 採取部位 試料番号 測定機関
番号

炭素14 年代
（14CBP）

較正年代（cal）
日本産樹木 [ 西本編 2009］

1σ (68.2%) 2σ (95.4%)

沖縄県読谷村
浜屋原貝塚 B キー 67 土器付着

炭化物 内面 ONHB-B-30 PLD-37772 1933±20
AD40-50 (2.5%)
AD65-75 (4.0%)
AD105-210 (95.4%)

AD20-210 (95.4%)




